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青年期から老年期に至るアイデンティティの変容
―高齢者の語りの分析から―
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The Process of Identity Formation from Adolescence to Old Age
― An analysis based on the recollections of elderly people―

Yuko Fukase and Yuko Okamoto

Abstract: This study draws on data from interviews with individuals aged 65 to 86 (n = 
20) to examine the developmental pathways of identity formed from adolescence to 
seniority and to especially investigate elderly identity. The main findings were as follows. 
In adolescence, we did not find “identity achievement”. Identity achievement was found to 
occur after adolescence in this study. The theme of a young adult’s identity was how to 
commit to a new role. If they had not sought out and committed to their own course in 
adolescence, they were almost at the same status of identity achievement as that of a 
young adult after having strove for a new role. In the elderly, changes in identity due to 
the loss of the familiar, occupation, and health and the regret that they did not seek out 
and commit to their own course in adolescence. In addition, aging and death were 
structural factors for identity in the elderly, which were distinguished from the awareness 
of physical and social changes that occurs during middle age.
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問題と目的

　アイデンティティとは，自分は他者と違って自分で
あるという感覚と，自分はこれまでいかにして自分で
あったのかという感覚である（Erikson, 1950 仁科訳 
1977, 1980）。アイデンティティに関する研究は，アイ
デンティティの問題への対処の仕方で類型するアイデ
ンティティ・ステイタス論や（Marcia, 1966; 無藤 , 
1979），達成の度合いを量的に捉えようとする尺度の
作成などが行われている（宮下，1987; 中西・佐方，
2001; Rasmussen, 1964; 谷，2001）。例えばアイデン
ティティ・ステイタス論では，自分にとって意味のあ
る可能性について迷い決定しようと苦闘する危機の有
無と，自分の信念を明確に表現しそれに基づいて行動
する傾倒の程度により，アイデンティティ達成，モラ

トリアム，早期完了，アイデンティティ拡散に類型す
る（Marcia, 1966; 無藤，1979）。
　さて，アイデンティティは職業選択や第２次性徴を
経験する青年期に顕著となる心理社会的課題である
が，人間発達の中核的テーマであると考えられ，対象
は成人前期，中年期さらには老年期にまで広がってい
る。これらの研究により，アイデンティティが生涯発
達的なテーマであるという認識は，多くの研究者に共
有されている（岡本，1994）。
　では老年期のアイデンティティはどのような特質を
有するのか。Erikson, Erikson, & Kivnick（1986 朝長
他訳 1990）によれば，高齢者は“何十年と生きてき
た自己，現在に生きている自己，そして不確かな未来
に生き続けるであろう自己の意味を理解しようとする
こと（p.137）”によって，アイデンティティ達成とア
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イデンティティ拡散のバランスをとる作業を行う。さ
らに，Peck（1955）は，老年期のアイデンティティ
の課題をより具体的に，①引退の危機，②身体的健康
の危機，③死の危機として論じた。また，内的・外的
な変化が起こる中で，自分らしさの感覚を持ち続ける
ことと，これらの変化に固執することの葛藤があるこ
とも報告されている（深瀬・岡本，2010a）。
　以下，Peck（1955）の示した３つの危機に基づい
て老年期のアイデンティティ研究を概観する。まず引
退の危機としては，岡本・山本（1985）がアイデンティ
ティ・ステイタス論に準じ，定年退職という危機と，
定年退職後の生活への関わり方による類型を行い，初
老期のアイデンティティ再確立に関するプロセスを捉
えている。また，定年退職期に，職業を失うことや残
された人生の短さにとらわれることなく，自分らしい
時間を過ごすことがアイデンティティを表現すること
につながり，生活満足度が高くなることも報告されて
いる（Ogilvie, 1987）。
　次に，身体的健康の危機としては，病への不安が非
常に重大な危機であるという指摘がある（Brorsson, 
Lindbladh, & Råstam, 1998）。一方で，身体的問題だ
けでなく，ライフスタイルやアイデンティティ全体に
目を向けることが，治療上は必要になるとも示唆され
ている（Harris, 1975）。
　死の危機としては，時間的展望の狭まりや死の認知
とアイデンティティの関連が検討されてきた（Hulbert 
& Lens, 1988; 岡本，1990）。また，自己のあり方に関
連して，他者から「年より」というラベルを付けられ
ることが，アイデンティティを揺るがす体験に繋がる
など，年齢アイデンティティに関する知見もある

（Berger, 2006）。
本研究の目的
　以上のように，老年期には社会的変化と身体的変化
に伴うアイデンティティの揺らぎ，死や時間的展望の
狭まりという，自己のあり方の根本を揺るがすような
危機を体験することが示されている。したがって，老
年期におけるアイデンティティの変容やその要因を捉
えることは重要な課題である。そこで本研究では，高
齢者の語りの分析を行い，青年期から老年期に至るア
イデンティティに関する内的テーマの変容過程を検討
することを目的とする。
　

方　法
　
対象者1）

　高齢者大学や筆者の知人を通じて募った65-86歳の
在宅で生活する高齢者20名（男性11名，女性９名。平

均年齢74.2歳）。対象者のプロフィールを Table １に
示した。

Table １
対象者のプロフィール

調査手続きと調査内容1）

　個別の半構造化面接を実施した。調査は対象者が指
定する場所（大学の調査室，対象者の自宅など）で行
い，研究内容を説明し，結果の公表について署名で同
意を得た上で内容を録音した。調査場面では，対象者
の生活歴を聞いた後，①自分がどういう人間か，②そ
れはどこから感じるものか，③自分らしさの変化につ
いて質問した。面接時間は合計120分 -300分であっ
た。なおこの調査は広島大学大学院教育学研究科倫理
審査委員会の承認を得ている。
分析方法
　発達段階に基づいてカテゴリを生成する手続きは松
本（2009）を，得られたカテゴリから変容モデルを作
成する手続きは小嶋（2004）を参考に，以下の分析を
行った。①逐語記録から，過去を含めて，アイデンティ
ティに関する語りを抽出した。②抽出した語りを発達
段階ごとに整理した表を作成した。③アイデンティ
ティについてよく語られている５名の表（A, E, J, Q, 
T）を用い，各語りにアイデンティティの視点から初
期コードを付与した。④発達段階ごとに初期コードを
比較し，下位カテゴリにグルーピングした。⑤同様の
意味内容と考えられる下位カテゴリをグルーピング
し，上位カテゴリを生成した。⑥残りの15名の語りを，
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⑤で生成したカテゴリに分類し，アイデンティティに
関するカテゴリを精緻化した。⑦信頼性を検討するた
め，臨床心理学を専攻する大学院生１名が評定を行っ
た。なお，分類が一致しない場合は，分析者（第一著
者）と協議の上，分類を決定した。⑧最終的に得られ
た上位カテゴリを，時系列に沿って分析し，青年期か
ら老年期に至るアイデンティティの変容モデルを作成
した。

結　果

発達段階ごとのアイデンティティに関するカテゴリ
　アイデンティティに関する語りの総数177個に対し，
分析①-⑦を行い，上位カテゴリ16個，下位カテゴリ
29個（うち５個は上位カテゴリと重複している）が生
成された（Table ２-１, ２-２）。評定者間一致率は，
青年期の上位カテゴリが85.3%，下位カテゴリが
89.7%，成人前期の上位カテゴリが91.2%，下位カテゴ
リが87.1%，中年期の上位カテゴリが81.6%，下位カテ

ゴリが83.9%，老年期の上位カテゴリが85.9%，下位カ
テゴリが86.9% であった。
　青年期のアイデンティティに関する上位カテゴリと
して《生き方の模索》《外的要因による決定》《早期完
了的》の３個が生成された。《外的要因による決定》は，

〈外的要因で進路を決定する〉〈外的要因で進路を断念
する〉の下位カテゴリから構成されており，自身の要
求が求められずに決定された，なかば強制的な進路選
択の様態であった。ここで示された外的要因は，家庭
の経済状態や見合い結婚の習慣など，文化や環境と
いった要因であった。一方《早期完了的》は，文化や
環境の影響は少ないにもかかわらず，進路選択にほと
んど模索を行わなかった様態であった。
　アイデンティティ・ステイタス（Marcia, 1966; 無
藤，1979）と照合すると，《生き方の模索》は危機と
傾倒の一部を含んでいることから，アイデンティティ
達成と類似していた。また，《早期完了的》は危機も
傾倒もしていないことから早期完了と同等の様態であ
ると考えられた。しかし本研究では，モラトリアムや

Table ２-１
青年期から老年期に至るアイデンティティのカテゴリ
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アイデンティティ拡散に類似した様態は認められず，
また《外的要因による決定》は危機と傾倒による説明
が困難であった。
　成人前期には《役割獲得への努力》《自分らしさの
発揮》《惰性的な役割獲得》の３個の上位カテゴリが
生成された。《惰性的な役割獲得》は，社会人あるい
は家庭人としての新たな役割を獲得する際に，主体的
な取り組みを行わなかった様態であった。したがって，
新たな役割の獲得に没頭し，努力し，励むといった《役

割獲得への努力》と対概念であると考えられた。
　中年期には《自分らしさへの充実感》《連続性の実感》

《内的・外的変化》《役割への不全感》の４個の上位カ
テゴリが生成された。《内的・外的変化》は，自ら決
意して転職する〈自ら変化を起こす〉と，大病や近親
者の突然の死といった外から受ける変化による〈突然
の危機〉の２個の下位カテゴリで構成された。また《連
続性の実感》は，危機に際して，それ以前から続く自
分らしさを実感し，あるいは自分らしさを失わないよ

Table ２-２
青年期から老年期に至るアイデンティティのカテゴリ（つづき）

: No. : No.
( No.)

n=8: A, F, G, H, J, P, Q, R (Q)
n=14: A, B, C, D, F, G, H, I, J, O, P,

Q, R, S n=11: A, B, C, D, F, G, I, J, O, Q, S (D)

n=3: J, K, T
(K)

n=4: J, K, M, T
n=1: M (M)

n=4: F, J, L, T (L)

n=9: D, F, H, J, K, L, M, N, T
n=7: D, H, J, K, L, M, N (M)

n=4: A, D, N, O
―

(A)

n=3: J, N, P (P)

n=10: A, B, D, F, H, J, M, N, P, Q n=7: A, B, D, F, H, M, Q (B)

n=6: G, K, O, Q, R, T
60

(O)

n=9: G, K, L, O, P, Q, R, S, T n=4: L, P, R, S
180

(S)

n=5: G, M, Q, R, S (S)

n=13: B, C, D, E, G, H, I, J, M, P,
Q, R, S

n=9: B, C, D, E, H, I, J, P, S (P)

n=5: F, J, K, M, Q (Q)

n=10: A, F, G, J, K, L, M, N, Q, T n=8: A, F, G, K, L, M, N, T (G)

n=7: D, E, H, K, L, Q, R

―
(H)

n=12: B, D, E, H, I, J, K, M, O, P,
Q, R

―
(D)
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うに努力することで，自己の連続性を保とうとする様
態であった。
　老年期には《喪失を意識》《変化する自分を受け入
れる》《自分らしさを取り戻す》《確固たる自分らしさ》

《取り戻せない自分らしさへの固執》《老いる自分への
不安》の６個の上位カテゴリが生成された。《喪失を
意識》は，現役引退に関する〈関係・役割を喪失する〉
と，徐々に心身機能が低下することに関する〈身体的
な変化を自覚する〉の２個の下位カテゴリから構成さ
れた。中年期の《内的・外的変化》が，転職あるいは
突然の大病という中年期的課題であるのに対し，老年
期の《喪失を意識》は，定年退職や心身機能の老化に
関連しており，この点で２個の上位カテゴリは区別さ
れた。
　また，《変化する自分を受け入れる》は，現役引退
後の自分のあり方を考える〈新しい自分らしさの獲得〉
と〈自分らしさの一新〉の２個の下位カテゴリから構
成された。一方，《確固たる自分らしさ》は，幼少期
から初老期までの自分らしさに着目するという点で，

《変化する自分を受け入れる》よりも長期的な意味が
含まれていた。以上から，《変化する自分を受け入れる》
は，中年期からの過渡に関する様態であり，《確固た
る自分らしさ》はその後に見られる様態であると考え
られた。
　さらに，《老いる自分への不安》は，将来，自分が
重篤な変化を体験することや，それに伴う自己の死と
いう未知の体験に対する不安であり，《喪失を意識》
よりも，自分の老化や死を具現的に捉え，深い悩みや
不安を抱く様態であった。
アイデンティティの変容モデル
　以上，16個の上位カテゴリを対象者の推移に基づい
て分析し（Table ３），青年期から老年期に至るアイ
デンティティの変容モデルを作成した（Figure １）。
このモデルにおける暫定的な始点は青年期の《生き方
の模索》，《外的要因による決定》あるいは《早期完了
的》と考えられた。
　青年期に《生き方の模索》あるいは《外的要因によ
る決定》を通過した対象者の多くは，《役割獲得への

Table ３
対象者ごとのアイデンティティに関する内的テーマの推移

No.
a) b) c) d)

A → →

B → → →

C →

D → → → → →

E → →

F → →

G → → →

H → → → →

I →

J → → → → → → →

K → → →

L → →

M → → →

N → → →

O → →

P → → → →

Q → → → →

R →

S →

T → → →

) →
a)

b)

c)

d)
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努力》もしくは《自分らしさの発揮》に移行した。こ
の２個の上位カテゴリは，役割獲得に向けた努力をし
ている最中か，役割獲得に傾倒した結果という点では
異なっている。しかし，役割を獲得するために，信念
と行動を伴った傾倒をしているという点では同等の意
味であると考えられたため，まとめて表記した。
　また，青年期に《早期完了的》に該当し，その後に

《生き方の模索》に移行しなかった３名の対象者は全
員《惰性的な役割獲得》に移行していた。しかし《惰
性的な役割獲得》に移行した後には，全員が《役割獲
得への努力》に推移していた。したがって，《惰性的
な役割獲得》からは《役割獲得への努力》に矢印を引
いた。以上より，成人前期の終わりには，語りの得ら
れた対象者17名全員が《役割獲得への努力》か《自分
らしさの発揮》に該当していた。
　しかしこの17名のうち，中年期に《自分らしさへの
充実感》にそのまま移行した対象者は５名であり，そ
の他の対象者は《内的・外的変化》か，何らかの形で

《役割への不全感》に該当していた。さらに，《内的・
外的変化》や《役割への不全感》に移行した後には，
多くの対象者が《連続性の実感》を経るなどして，《自
分らしさへの充実感》に至っていた。
　老年期に至ると，《自分らしさへの充実感》からそ
のまま，あるいは《喪失を意識》を通過して，《変化
する自分を受け入れる》または《自分らしさを取り戻
す》に移行した。《変化する自分を受け入れる》と《自
分らしさを取り戻す》は，老化していく自分への適応
と，過去になれなかった自分を取り戻そうとする試み
という点で異なっている。しかし，老年期におけるア
イデンティティの再確立という点では共通の意味を
持っているため，まとめて表記した。この２個の上位
カテゴリを通過した後，《確固たる自分らしさ》ある
いは《取り戻せない自分らしさへの固執》に移行する。
しかしいずれの上位カテゴリに移行しても，《老いる
自分への不安》に該当する可能性が示された。また，《確

固たる自分らしさ》と《取り戻せない自分らしさへの
固執》に同時に該当する対象者も認められた。

考　察

高齢者の語りから捉えたアイデンティティ達成
　アイデンティティは青年期の課題とされ，危機と傾
倒によるアイデンティティ・ステイタス論による評定
などが行われてきた。しかし，本研究で得られた結果
とアイデンティティ・ステイタス論を比較すると，次
の点が異なっていた。まず，《生き方の模索》とアイ
デンティティ達成を比較すると，《生き方の模索》の
傾倒には行動が伴いにくかった。さらに本研究では，
青年期にモラトリアムに類似したカテゴリが生成され
ず，《外的要因による決定》という，本研究独自の上
位カテゴリが生成された。
　《生き方の模索》の傾倒に行動が伴いにくかったこ
とは，次の説明ができる。まず，本研究の対象者は青
年期に行動を伴う傾倒が困難であっても，《役割獲得
への努力》が示すように，成人前期において，行動を
伴う傾倒がなされていた。このことから，アイデンティ
ティの課題が青年期だけでなく，より広い発達段階に
わたることを示唆した岡本（1986）の知見を支持する
ものと考えられる。また，《外的要因による決定》が
示すように，進路選択において文化や慣習の影響が認
められた。したがって，危機の経験と，行動は伴いに
くいものの信念を持つという傾倒によって説明できる

《生き方の模索》は，このコホートにおける青年期の
アイデンティティ達成の様態であることが示唆され
る。ただし，高齢者の回想を用いたことが影響してい
る可能性もあり，老年期において意識されるアイデン
ティティの達成は，より成熟した，すなわちより発達
後期に確立されたアイデンティティであるとも推察さ
れる。
　次に，本研究でモラトリアムに類似したカテゴリが

Figure 1. 青年期から老年期に至るアイデンティティの変容モデル
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生成されなかったことと，《外的要因による決定》と
いう独自のカテゴリが生成されたことについて考察す
る。これらの点は，上記の進路選択における文化や慣
習の影響，すなわちこのコホートの特徴とも考えられ
る。しかし，中年期を対象とした研究であるが，本研
究とほぼ同じコホートに対し，回想という手法を用い
ていた研究（岡本，1985, 1986）では，モラトリアム
は認められているが，《外的要因による決定》に類似
した様態は認められていない。岡本（1985, 1986）の
研究と本研究の相違を検討することには限界がある
が，対象者の最終学歴と職業には明確な違いが指摘で
きる。本研究の対象者が，その他の要因があった可能
性もあるが，家庭の経済状況や慣習のために，高校進
学や大学進学を選択できなかったのに対し，岡本の対
象者は，その多くが高校卒業以上であり，半数が大学
卒業以上であった。また，職業も，本研究では男性は
会社員が目立ち，女性は専業主婦あるいはパートであ
るのに対し，岡本の対象者は研究者や公務員，看護師
であり，会社員であっても会社経営や会社役員が含ま
れていた。これらより，本研究で得られた結果の特徴
が，コホートの影響だけでなく，学歴や職業といった
対象者の個別の要因も影響しているものと考えられ
る。
喪失を意識することと，病への不安という危機
　さて，老年期の危機は《喪失を意識》が示した通り，
先行研究（Berger, 2006; 岡本，1990; 岡本・山本，
1985）とほぼ同じ，関係の喪失，役割の喪失，身体的
健康の喪失によって認められた。しかし，《老いる自
分への不安》は，自身の将来という未知への不安であ
り，《喪失を意識》とは本質的に異なると推察された。
Brorsson et al.（1998）は，何らかの初期治療を受け
ている高齢者に面接調査を行い，アイデンティティの
変容に大きな影響を与える要因として，病気のうち，
特に障害を伴うものや，身体的，環境的な自律が阻害
される病気を患うことへの不安が高かったと指摘して
いる。この知見を踏まえると，身体的健康の危機には，
中年期からの身体的健康の変化を感じることと，より
重篤な病気にかかることへの不安が存在している可能
性が示唆される。
　さらに，《老いる自分への不安》は，《変化する自分
を受け入れる》というカテゴリを通過した対象者にも
多く認められたことから，老年期のアイデンティティ
の変容は，慢性的な課題を抱えるか，あるいは明確な
達成が困難な課題を含むなど，完結という形を取りづ
らいものと推察される。
老年期における自分らしさの再構成の試み
　先述の通り，青年期に主体的な選択が外的要因のた

めに困難であった対象者においても，成人前期に新し
い役割を獲得するための傾倒がなされ，アイデンティ
ティ達成と同等の様態が認められることが示唆され
た。そしてその後の発達段階においても，《外的要因
による決定》を通過したことに対する葛藤は顕著には
認められなかった。しかし，老年期に至って《取り戻
せない自分らしさへの固執》というカテゴリが生成さ
れ，さらにこのカテゴリと《確固たる自分らしさ》と
の併存が認められた。これらより，老年期になって，
これまでの自分らしさや人生の選択に関する葛藤に再
び取り組もうとする試みが出現することが示唆され
た。Hulbert & Lens（1988）は，高齢者にとって意
味ある自己のアイデンティティ感覚の持ち方は，過去
から未来にわたる諸経験の統合の仕方，すなわち時間
的展望と関連していると指摘した。また岡本（1998）も，
老年期のアイデンティティを，これまでの心理社会的
課題が再吟味され，それらが統合されたものと考察し
ている。本研究で示された，過去になれなかった自分
を現在の自分が取り戻そうとする作業は，これらのこ
とを実証的に示したものと考えられる。
今後の課題
　本研究ではごく限られた対象者に行った調査である
ため，変容モデルやその推移の一般化には限界があ
る。特に，先行研究との比較の中で，コホートだけで
なく学歴や経済状況，職業の影響も示唆された。今後
はこれらの点を踏まえて対象者を広げ，調査内容や分
析方法を精緻化しながら，本研究で得られた結果につ
いて検討する必要がある。

【注】

１）本調査は深瀬・岡本（2010a, b），深瀬・岡本（印
刷中）と同じ対象者に対し，同じ時期に行ったもの
である。
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